
り
夢
は
、

に
な
る
こ

丙
院
に
行

，
さ
し
く

訓
に
病
院

レ
て
も
ら

よ
う
に
、

り
、

み
ん

こ
と
を
な

は
う
の
よ

よ
う
に
み

ん
な
が
笑

Ｄ
ら
い
た
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十日町市 :独自の節電対策
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十
日
町
市
は
節
電
対
策
の
た
め
の
ク
ー
ル
ビ
ズ

”

“
で
、
市
内
産
の
麻
の

一
種

「カ
ラ
ム
シ
」
を
編
み
込

“

“
ん
だ

「か
ら
ク
ル
シ
ャ
ツ
」
を
推
奨
す
る
こ
と
を
決

“

”
め
た
。
上
杉
謙
信
の
時
代
か
ら
武
家
に
愛
用
さ
れ
た

一

“
カ
ラ
ム
シ
を
十
日
町
版
ク
ー
ル
ビ
ズ
シ
ャ
ツ
と
し
て

＝

“
普
及
を
図
り
、
７
月
中
旬
か
ら
職
員
が
着
用
す
る
。　
“

市
に
よ
る
と
、

カ
ラ
ム
シ

は
謙
信

・
景
勝
の
こ
ろ
に
は

上
杉
家
の
貴
重
な
財
源
と
な

っ
た
。
江
戸
時
代
の
元
禄
期

（‐７
世
紀
後
半
ご
ろ
）
に
は

幕
府
の
指
定
を
受
け
て
、
夏

の
武
家
の
式
服
と
し
て
需
要

を
伸
ば
し
た
と
さ
れ
る
。
糸

は
■
９
７
０
年
代
ま
で
、
松

代
地
区
で
盛
ん
に
生
産
さ
れ

て
い
た
。

か
ら
ク
ル
シ
ャ
ツ
は
、

カ

ラ
ム
シ
の
商
品
化
に
取
り
組

む
市
内
の

「ネ
オ
昭
和
」
が

製
造
。
横
糸
に
カ
ラ
ム
シ
、

縦
糸
に
綿
を
使
っ
て
お
り
、

通
気
性
が
良
く
、
虫
が
つ
き

に
く
く
、
静
電
気
が
起
き
に

く
い
と
い
う
。

十
日
町
市
に
続
い
て
、
Ｊ

Ａ
十
日
町
も
採
用
す
る
予

定
。
関
口
芳
史
市
長
は

「手

軽
に
購
入
で
き
る
も
の
が
あ

れ
ば
と
考
え
て
い
た
。
息
の

長
い
取
り
組
み
に
し
た
い
」

来月中旬から職員着用
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
十
日
町
市
が
推
奨
す
る

カ
ラ
ム
シ
製
の
半
袖
シ
ャ
ツ

「か
ら
ク

ル
シ
ャ
ツ
」

と
期
待
す
る
。

市
民
向
け
に
は
７
月
５

日
、ク
ロ
ス
ー０
で
発
売
す
る
。

白
、
水
色
、
青
の
３
色
で
■

着
３
５
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
市
産
業
政

策
課
、
０
２
５

（７
５
７
）

３
■
３
９
。

ソ
チ
五
輪
出
場
へ
の
意
気
込
み
を
語
る
井
川
純

一
選

手
＝
十
日
町
市
下
条
４

身
。下
条
中
学
校
で
全
国
優

勝
し
中
越
高
校
か
ら
日
本
大

学
へ
進
学
。昨
年
、十
日
町
市

で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
選
手

権
パ
シ
ュ
ー
ト
を
制
し
た
。

井
川
選
手
は

「ワ
ッ
ク
ス

や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
が
手
薄

に
な
る
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
は

助
か
り
ま
す
」
と
感
謝
。
「体

力
強
化
し
、
効
率
よ
く
滑
る

た
め
に
フ
ォ
ー
ム
を
修
正
し

た
い
」
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
誓
っ
た
。

応
援
す
る
会
は
、
下
条
Ｊ

Ｘ
Ｃ
の
後
援
会
が
母
体
。
役

ア
が
訪
れ
、交
流
を
深
め
た
。

一
方
、
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
の
際
に
は
、
村
民
有
志
が

被
災
地
支
援
に
向
か
っ
た
。

い
コ
ー
ナ
ー
、
東
北
物
産
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
る
予
定
。

小
千
谷
市
や
関
西
圏
の
ほ

か
、
昨
年
支
援
に
訪
れ
た
岩

手
県
野
田
村
な
ど
か
ら
参
加

者
を
招
く
。

武
本
会
長
は

「被
災
地
同

士
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ

る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
」
と

意
気
込
む
。
問
い
合
わ
せ
は

村
社
会
福
祉
協
議
会
、
０
２

５
７

（４
５
）
２
０
２
６
。

‐
中
越
地
震
と
中
越
沖
地
震

で
被
災
し
た
刈
羽
村
で
７
月

８
日
、
復
興
し
た
村
を
ア
ピ

ー
ル
し
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
岩
手
県
を
支
援
す

る
イ
ベ
ン
ト

「げ
ん
き
を
つ

な
げ
よ
う
復
活
祭
」
が
開
か

れ
る
。
村
民
ら
は

「阪
神
大

震
災
の
被
災
地
か
ら
受
け
た

復
興
へ
の
思
い
を
東
北
へ
つ

な
げ
よ
う
」
と
準
備
を
進
め

て
い
る
。

刈
羽
村
社
会
福
祉
協
議
会

（武
本
純
会
長
）
が
主
催
し
、

村
民
有
志
が
企
画
段
階
か
ら

一
緒
に
参
加
。
二
つ
の
地
震

ス
キ
ー
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ト
距
離
で
２
０
■
４
年
ソ

チ
五
輸
出
場
を
狙
う
十
日
町

市
下
条
地
区
出
身
の
井
川
純

一
選
手
（２６
）Ｈ
岐
阜
日
野
自

動
車
Ｓ
Ｃ
＝
を
支
援
し
よ
う

と
、
地
元
の
ス
キ
ー
関
係
者

が

「応
援
す
る
会
」
を
結
成

し
た
。
下
条
公
民
館
で
こ
の

ほ
ど
開
い
た
役
員
会
で
、
井

川
選
手
は

「あ
と
２
年
、
ソ

チ
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

井
川
選
手
は
ジ
ュ
ニ
ア
チ

ー
ム
「下
条
Ｊ
Ｘ
Ｃ
」
の
出

復
興

支
援
つ
な
げ
た
い

刈
羽
社
協
８
日
に
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
家
屋
が
倒
壊
す
る
な

　

当
日
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ど
多
く
の
被
害
が
出
た
が
、
　
―
を
会
場
に
、
大
き
な
太
巻

阪
神
大
震
災
を
経
験
し
た
関

き
作
り
や
長
岡
市
山
古
志
地

西
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

域
の
ア
ル
バ
カ
と
の
触
れ
合
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